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2009 年  12 月  13 日  

熊野の旅 地元学？ 熊野古道 語り部  

 昨日は暖かい陽気につられて古道の入り口まで出かけました。 
 目的の半分以上はカメラに入っているフィルムの残りを消化するためでした。 
 登り口でカメラを構えると、すぐ上で人の声と大勢の気配が… 
 覗いてみると、「語り部」と１０人ほどの集団が居ました。 

 
 「語り部」さんは「語り部の大将」の『花尻薫』さんでした。 
 写真、左側で少し大きく写っておられる方です。 
 地元では「花尻先生」と呼ばれている人で、小学校の校長先生をされた方です。 
 ここ、木本小学校でも校長をやられたので有名人です。 
 写真では大きく写っているし、大物なのですが…実際には高いところに上って説明

しないとお客さんに埋もれてしまう方なんです。 
 「語り部の大将」ですから、説明はきっちりしているし、人柄も温厚ですし、この

方についてもらった人は得だと思いますよ。 

 
 この一団は地元の人達です。 
 こうしたことに興味のある方々ばかりのようでした。 



 「語り部養成」でもないのかもしれませんが、地元向けの「地元学講座」みたいな

ものでしょうかね。 
 こうした企画は中々広がりを見せないようですね。 
 だいたい、やること自体を知らしめるのがむずかしいです。 
 私が紀伊長島へ引っ張って行かれたの同様、個人的なつながりで引っ張られるとか、

主催者サイドから「動員」的に誘われるとかしないと、一般人は集まりませんね。 
 だから、どうしても同じ顔ぶれになりがちです。 

 
 偶然、遭遇して取材写真を撮ることが出来たのですが… 
 「この企画、良く知っていたねえ…」 
 「だそに聞いたんかえ？」 
 と言う風に聞かれるくらいでした。 
 『世界文化遺産』の中に住んでいても、私をはじめ地元の住民のほとんどが『熊野

古道』のことを知りませんからね。 
 少し前まで、消え去り忘れ去られていた「松本峠」や「大吹峠」「御浜街道」です

からねえ… 
 マスコミさんもものめずらしかった時にきれいな姉ちゃんを動員して絵を流して

終わりでしたしねえ… 
 おまけに、「世界遺産」の片方の『霊場』のように、具体的に誰それが造って何様

を祀ってあり…なんて分かり良いものもないし… 

  
 「世界文化遺産」になっているので、この先、忘れられることが少し減ったでしょ

うが、住民の老齢化以上に「語り部」とか「文化人」の老齢化のほうが先に進んでい

ますから、伝承することも難しいことなのかもしれません。 
 このような「地元学」を学びながら歩いていたメンバーも私と同じくらいから上の

人が多いようではねえ… 
 まあ、若い層には受けにくいジャンルですけどね。 
 でも、こうして「地元学」を少しでも広げれば、こられた古道歩きの人にものを聞

かれても答えられる人が増えることでしょう。 
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2009 年  12 月  14 日  

熊野の旅 地元学？ ２ 温故知新  

 一昨日に続き、昨日も「地元学」みたいなのに遭遇しました。 
 昨日のは「紀南ツアーデザインセンター」で開かれていました。 
 中身は『古事記』についての勉強会でした。 
 熊野信仰は古事記だとか日本書紀の時代からのものですから、古事記も「地元学」



になりますね。 
 昨日が最終回だったようで、センターには大勢の聴講生の方が集まっていました。 

 

 参加している顔ぶれが少し違いますが、年齢層は同じくらいですね。 
 テレビなどで見る、考古学の現地説明会なども昔からこんな年代の参加者が多いで

すね。 

 
 「温故知新」なんてのは若い時から心得てゆくとすごく役に立つのでしょうが、ど

うも、人間と言うのは先が見える頃になって、ようやく、こういう気持ちになるよう

ですね。 
 若い時からこうしたものに興味を持つのは「変わり者」に多いですからね。 
 私の従兄弟にもそうした「変わり者」が居ましたけどね。 
 そうした人が、「地元学」を伝えてゆくわけです。 
 でも、生まれ育った人間のほとんど…大学まで行ったら全部に近いほど他所で生活

するようになります。 
 本格的に「地元学」を積み上げてゆく人材も減る一方ですね。 
 田舎では、こうした人のほとんどは学校の先生です。 
 一昨日の語り部さんも昨日の講師の方も学校の先生でしたね。 
 大学が近くにないので本格的に「地元学」で飯を食ってきた人は居ないわけです。 
 教壇に立ち、子供と遊んだりしながら、余暇を積み上げて「地元学」をやってきた

人達ですね。 

  
 こうした講座などの聴講生の年配グループの中に、ぽつんぽつんとそこそこ若い人

が混じっていたりします。 
 そうした人が、貴重な「地元学後継者」なのでしょうね。 
 私などは到底駄目です。 
 面倒なことは嫌いだし、筆で書かれた難解な文字が判別できません。「いろは」す

ら分かりませんからね。 
 活字にしてくれないと駄目と言うことは、新しい物は見つからないと言うことです

よね。 



 「四畳半ふすまの下張り」なんてものが出てきても、読めなきゃあ面白くもおかし

くも無いですからね。 
 エジプトの象形文字より難しいくらいかもしれません。辞書以前の問題ですね。 

 
 「伝承」と言う伝え方がすっかり途絶えてしまっていますから、こうした民間の愛

好家に頼るしかないのでしょうね。 
 かくして、色んなことが忘れられて行き、たかが半世紀ほど前の史実でも消えるわ

けです。 

 
 こうしたことの予告なども、「紀南ツアーデザインセンター」のＨＰにも出るのだ

と思います。 

 http://homepage3.nifty.com/kinan-tdc/index.html 
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2009 年  12 月  15 日  

熊野の旅 地元学？３ ご利益  

 
二日続けて地元向けの「世界遺産事業」にぶつかりました。 
 団体でガイドつきで歩いているのを見かけると、地元の顔が多いのはこうした事業

が数多く組まれているということでしょうね。 
 私が目にするのは「松本峠」の分です。一番便利で距離も短く、私が「弱脚者の熊

野古道」と呼ぶくらいですから、団体で歩いてもばらばらになってしまわなくて済む

場所です。 



 山道というやつは、運動不足の人間にはきついので、すぐに隊列が長くなってさば

けてしまいます。 
 一番遅い人にあわさなくてはならないのですが、合わせてやれば、その脚の弱い人

が気を使って無理をしますしね。大人数では大変なことだと思います。 
 普通の「熊野古道歩き」の人達は一人旅から数人までというのが多いです。 
 それなら労わりつつ歩けるでしょうね。 

 
 ところで、そもそも、「熊野古道」は目的地ではないわけです。 
 言うなれば、『求道の道』なのです。 
 この道を通ることに意味があるような存在だったわけです。 
 難行苦行した時代には「熊野詣」が盛んで、鉄道が敷かれ道路が出来てくるととも

に、「中辺路」「大辺路」「伊勢街道」などが寂れたのではなく、『熊野詣』自体が廃れ

ていったのです。 
 『熊野三山』も不便な『本宮大社』には人が行かなくなり、『速玉神社』と『那智

山』が観光地として人を呼ぶようになったのです。 
 そこには、『熊野信仰』のかけらもなくなったようです。 
 京都や奈良のお寺が、宗教などと縁が切れた観光スポットになったのと同じような

現象ですね。 

 
 国内観光が下火になってからカンフル剤的な役目を果たした「世界文化遺産指定」

も、観光キャンペーン的な役目を担った感じです。 
 ガイドブックなども、旧来同様、『見所』の羅列になりますしね。 
 本来の『熊野古道』が持っていた意味合いなどは、すこし哲学じみた分野ですから、

書くのは難しいでしょうし、一般には受けないでしょうね。 
 それと、それを書いて客が来るか… 
 でも、それを踏まえないと、熊野古道の山道も、日本中どこにでもある森林浴コー

ス、ハイキングコースと変わりは無いですよね。 
 山道になじみの無い人が多いですから、「山道」と言うだけで新鮮に見えるような

ので救われています。 

 
 悩みが多く、生きがいも少なく、自律神経失調症だとか自殺者が大勢居る、悩める

現代人だそうですが、どういうわけか「救い」を求めて熊野を訪れる人が増えません

ね。 
 もっとも、高速道路を走ったり、特急列車で半日で江戸からやってくるようでは、

「熊野詣」で得るものも「即席ご利益」かもしれません。 
 私はお蔭様で神々のお膝元に済んでいるので病とは縁が無くて済んでいます。 
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2009 年  12 月  16 日  

熊野の旅 歩くと言うこと 宗教 解脱  

 昨日は歩かなくなって、熊野古道が寂れたと同時に、「熊野詣」も廃れていったこ

とを書きました。 
 『歩く』と言うことは宗教的にはずいぶん大きな要素があるようです。 
 日本でも、「四国八十八箇所」「西国三十三箇所」などが長い道のりを歩いて回る祈

りの旅として受け継がれてきました。 
 「金毘羅参り」や「熊野詣」も同じようなものでしょう。 
 これは何も日本の話ではなく。イスラムの世界では「メッカ巡礼」があるし、キリ

スト教でもスペインの「サンティアゴに向かう巡礼」、ヒンズー教では「ガンジスへ

の巡礼」などが有名ですね。 
 チベットなどでは五体投地のようなものすごく体力の居る方法で百キロも二百キ

ロも進むようなものまであります。 
 日本人の好きな「禅」でも、一般には「座禅」を修行として言いますが、「動禅」

もあって、歩くことによって無心になると言う方法もあるのだとか… 
 人間、何かを考えたりし始めるとうろうろ歩き回ったりするものです。 
 「熊みたいに歩き回るな！」と、よく叱られましたが、無意識に歩いてしまうこと

もあるのです。 

 
 このように、「歩く」と言う行為は世界中で「考える」「無になる」などいろんな面

で行われ、宗教を問わず意義のある行為の一つになっていますね。 
 長い道のりを、毎日毎日ひたすら歩くことによって、最初は雑念が一杯だった頭の

中もだんだんそんなものが薄れて、ただ、目的地…神や仏の下へたどり着きたい一念

だけが残ってくるのでしょう。 
 庶民にとってはかろうじて食いつなぐだけの路銀で旅立ってきたわけですから大

変な旅のはずですからね。 
 楽に移動して、夜になったら温泉に入り、ご当地グルメに舌鼓…なんて、大名やサ

ルタンのような物見遊山の旅行では、到底たどり着けない境地だと思います。 

  
 「熊野信仰」と言うやつは、取り立ててどの宗派の物と言う訳でもないですね。 
 江戸時代には「熊野比丘尼」が売って回った「午王宝印」などと言うお札が流行っ

たそうで、遊女の「誓文」にまで使われたそうです。 
 まあ、江戸でも簡単に買えるお札でも、「ほんまもん」を手に入れる旅もありがた

かったでしょう。 
 東京で買えるグッチでも本店で買ったものは自慢の種…といってはいけないかも

しれませんが、江戸っ子なら自慢したでしょうね。 
 「なに様」にも属さないと言うことは、「どこ様」も力を入れない、勧めない…と

いうことにもなりますね。 
 「金剛峰寺」「延暦寺」「永平寺」「久遠時」「東本願寺」「西本願寺」などの本山は

宗派の信者だけでも膨大な数です。そして、その末寺がお参りすることを勧めます。 

 
 日本では「神道」は明治以来、国が強力に推し進めましたが、民間では「仏教」に



とても勝ち目の無いものになっています。 
 死後の世界は約束してくれそうにないし、誰にでもある死を忌み嫌うし… 
 そのあたりも、「熊野詣」がありがたみをなくした一因かも知れませんね。 
 黙って参ってくるには「神社」も良いものですが、神社はどこかに。『来るな！』

と言う雰囲気もありますね。 
 「注連縄の内側には人間は入っちゃあいけない…」と言う感じですね。 
 神官の持つ雰囲気も「神々しい」かもしれませんが、「親しみにくい」ところがあ

ります。 
 個人個人はそんなものではないのですけどねえ… 

 
 歩かなくなった現代人… 
 「熊野古道」も細切れ… 
 歩くことで得られていたはずの「熊野のありがたさ」はもう戻る事は無いでしょう

ね。 
 私も歩きたくは無いですし… 
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2009 年  12 月  17 日  

熊野の旅 今年最後のイベント？ みそか市  

 今日、折り込み広告が入りました。 
 多分、今年最後のイベントだと思います。 

 
 『師走古道朝市』…暮れの古道通りに往時の賑わいがやってくる 
  １２月１９日 土 １０時～１５時 小雨決行 
  開催場所 熊野市木本町本町通り 
      熊野ｐ商工会議所とその周辺（石畳遊歩道） 
  主催 熊野商工会議所 木本町 171 電話 0597-89-3436 

 
   中身は… 
 「古道朝市」 新鮮野菜・鮮魚・干物 
 「学生の店」 地元高校の高校生が規格から運営まで… 
 だがしや楽校 子供達が楽しめる遊びと玩具用意…万華鏡作り、凧作り、囲碁教室 
 ミニ門松作り体験教室 
 無料映画上映会 「崖の上のポニョ」 なんと無料で１０時～商工会議所二階で… 

 
 同時開催 
 『師走ぜんざい市』 

 
 だ、そうです。 
 『崖の上のポニョ』がただだそうですから、子供は集まってくると思います。 
 何しろ映画館なんて何十年も前になくなっていますからね。 

  
 そうそう… 
 この企画の原資の事業名は…『ふるさと雇用再生特別基金』だそうです。 
 ちょっと、資金名とイベントの中身と結びつきにくいですが… 

 
 先日、写真を載せた地元の商店の人達も、暮れの忙しい中、ぜんざい市の方で接待

の奉仕に出ておられるはずです。 
 私は気が向いたら、カメラを肩に…いや、肩と首と手首とに持って写真を撮りに出

かけるだけでです。 
 すぐ後の２３日からの写真展示に使える写真も出来るかもしれませんからね。 

 
 今回は一応古道関連ではなく地元向きのイベントのようです。 
 資金源を見ないとどっち向きの企画か良く分からないことが多いですね。 
 この中で、「ぜんざい市」は毎月行われている、「熊野古道巡礼さん」向けの「お接

待」です。 
 中々、この接待に巡り合える「他所の人」は少ないようです。 
 商店主さんたちががんばっていますが、月に一回ですから運がよくないとねえ… 
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2009 年  12 月  18 日  

熊野の旅 やっぱり現場解体か？ ありあけ  

 七里御浜に巨体を預けたように寝ている「ありあけ」の撤去方法が決まりかけてい

るようです。 
 座礁させた時から、寝返りを打たず、きっちり同じ場所で寝ているのは予想通りあ

の場所にある「岩礁」に船体が食いついているからみたいです。 
 見渡した感じでは、七里御浜にはほとんど岩礁が無いので砂利浜に座礁したように

見えるのですが、大体、河口部分には見えない岩礁があります。 
 太平洋の荒波が小島の存在を許さなかったのか、見事に小島などの浮かばない海岸

線ですけどね。 

 
 その岩礁が食いついているので船腹に穴が開いているそうです。 
 だから引き起こして曳航するのは難しい…と、船会社は言います。 
 でも、これは、「高くつく」だけの話でしょう。 
 もっと厄介なものでも、サルベージ会社は引き上げて回収しますよね。日本のサル

ベージ会社は優秀ですからね。 

 
 船体を三つか四つに切って、クレーンで吊って台船に乗せて運ぶのだそうです。 
 引き起こすよりは海を汚す率は上がるでしょう。 
 でも、漁業補償を払ってもその方が安いかもしれません。 
 色んなことで、漁民は「補償なれ」させられてきていますからね。 



 被害額もきっちり分かるものでは無し… 
 直接被害を受ける人数も少なく見えるし… 
 随分、組合員の整理もしてあるようですが、かつては「幽霊組合員」が補償金の山

分けを狙って漁協の臨時総会で賛成に回って、実際の漁業従事者の事を無視したりと

言う事例もありますからね。 
 今回はどうなることやら… 

 
 油さえ出なければ『沈没船』はいい漁礁になるんですけどね。 
 各地で「沈船」と呼ばれる、漁場のスポットになっているくらいです。 
 しかし、あんな形で放置することも出来ませんし、回収して資源に戻さないとねえ

… 

 
 今回は近海航路の船で、日本の船だったのですぐに撤去の方法の検討に入りました

が、外国籍の船の場合などは厄介みたいですね。 
 今は制裁処置もあって北朝鮮の船など無保険の物は領海に入れないようですが、そ

の手の船が難破すると船会社が放棄してしまい身動きが取れなくなるとか聞きます。 
 報道はされませんが、公金の投入もあるのでしょうね。 

 
 見物できるところでの解体工事なんてめったにあるものではないですね。 
 また、ぽつぽつと取材陣が来て、旅行客も車を止めて堤防から眺めるのでしょう。 
 まだ決定ではないですが、スムーズに漁業者との話し合いが付いても来年の春まで

は掛かるようです。 
 テレビでは何回か、「バングラディッシュ」の船の墓場的な解体現場の映像を流し

ましたが、ここでは人力ではなく巨大なクレーンがやってくるようです。 
 でも、切断は人間が取り付いて焼ききるのでしょうね。 

 
 右が「ありあけ」、左のちっぽけなのが地元の漁船です。 
 本来はこの位置に「えび刺し網」があるのです。 
 岩礁が無ければイセエビは居ませんからね。 



 そして、このすぐ後ろに「恵洋水産の大敷網」があるのです。 
 潮の流れは「逆潮」でない限りは、「ありあけ」のほうからカメラの向きの通り、

北向き、熊野向きに流れます。 
 カメラの後ろ方向には「阿田和の大敷」もあります。 
 これらの網は『定置網』で動かすことが出来ません。 
 駄目ならちょっと移動して…なんてわけには行きません。 
 それに「大敷」の狙うのは「回遊魚」です。 
 これはわずかな水の変化、夏場にダムのせいで川の水が腐りかけるだけで大きく迂

回してしまうと言われるくらいです。 
 いまでも海の底には積荷が散乱しているようです。 
 春先になったら海が荒れ始めます。あっという間にそうしたものは流されます。 
 積荷の中身は分かりませんが。困ったものです。 

 
 今からが、「伊勢海老」「鰤」「秋刀魚」のシーズンなのです。 
 私の食卓には「伊勢海老」「鰤」は縁が無いですが、漁師にとっては大変なことで

す。 
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2009 年  12 月  19 日  

熊野の旅 冬将軍は強い！ 師走古道朝市  

 今日は先日書いた「師走古道朝市」に行って来ました。 
 上天気…イベント日和…なのですが、少し風もあるし寒い朝でした。 
 まあ、南国のことですから、他所のように雪がちらつくなんてことはありませんで

したけどね。 

 



 それでも、暖地に住む人には一桁中ごろの気温は『極寒』です。 
 朝１０時と言う決して早くない朝市なのに出足が悪いみたいでした。 
 南北に伸びる『木本町本町・古道通り』は片方は陽がさんさんと降り注いでいます

が、反対側は暗い日陰です。 
 日陰側に店を割り振られた人は凍えていました。 

 
 この時期だと、ちょっとした気温の差で人出も変わるようです。 
 雨が降ったり、降りそうだったりよりはましですが、やはり、「冬将軍」は先走っ

た小隊のような物でも、野次馬の足を止めるには十分なようです。 

  
 と、言うことで、撮影を終えて帰ってきました。 
 ２２日に飾り付けをする写真展用に使える写真も数枚はあると思うので、今からフ

ィルム現像します。 
 イベントについては明日にでも書きます。 
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2009 年  12 月  20 日  

熊野の旅 イベントも終わりお正月へ・・・  

 『熊野古道朝市』も終わり、イベントの多い「本町通り」も今年の行事は終わりだ

と思います。 
 主催団体は三つくらいあるようですが、実行部隊はほとんど同じですね。 
 熊野市の中心街は木本町で、広い通りは、江戸時代からある「本町通り」と「皇紀

２６００年」に出来た「記念通り」の二本だけです。 
 記念通りが出来て、町の中心が移ってゆくまでの商店街の「本町」は今でも中心街

の誇りは捨てていません。 
 100ｍあまり離れて完全に平行に走る二つの道は同じにイベントをやることはあ

りませんね。 
 二つを埋めるほど催し物をやる主催者の力もないし、この二本を同時に閉鎖するこ

とは「熊野大花火大会」くらいで無いと、町の交通が完全に止まるので出来にくいの

もあります。 
 それに、それだけのイベントを埋めるだけの見込み客数も無いのも事実です。 
 観光客を引っ張るほどになるイベントと言うのはそんなにあるわけでも無し、全国、

金太郎飴になりがちですからね。 



 

 地元の県立木本高等学校総合学科の生徒さんたちの実習を兼ねた出店も出て協力

してくれていました。 
 果たして元を引けたのやら… 
 まあ、高校生活の楽しい思い出になってくれれば良いでしょう。 

 

  観光客をターゲットにしたイベントではないですし、暮れも押し詰まってきた時

期なので、古道歩きの人は見かけませんでした。 
 「年中休暇」と言う私のような生活を送っている人の割合はどんどん増えていて、

人口の二割ほどに達していると思うのですが、そんな人でも、長年の習慣と培われた

意識で、「暮れは忙しい」と思う人が多いようです。 
 こうしたところに集まってきたおばあちゃん達も… 



 「もう正月じゃのう…」 
 『そうじゃのう…いそがしなって来たのう…」 
 などといっています。 
 一人住まいで、もう、御節も作らないし、餅もつかないのに気分は忙しいようです。 
 古道歩きの人はこうした「年中休暇」の世代の人がほとんどなのですが、暮れにな

ると出足が止まりますね。 
 雪で行動が制限されたり、遭難したりすることの無い熊野灘沿いの「伊勢街道」な

どは真冬に行ける観光地では良い方だと思うのですけどね。 
 それに、暮れは宿泊施設など空いているはずです。 
 日本人の大人全体が、「暮れは忙しい」と思っているのですからね。 
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2009 年  12 月  21 日  

熊野の旅 熊野三山ではない初詣  

 各地に「初詣」になるとものすごく込む神社やお寺が沢山あります。 
 ことに、もはや神道とは関係の無くなって日本人でも「結婚式」「お祭り」「初詣」

になると『神社』が好きですから、大きな神社は混み合います。 
 私はそうした神社は「明治神宮」しか行った事がありません。 
 もちろんアベックで…今ならカップルと言うのでしょうが…出かけましたが、あれ

は「お参り」ではなく「行って来た」が正しいようなものでした。 
 これは、有名なところではそうなりがちで、賽銭箱にも近づけない…まともに手を

合わせてお願いするのも難しい混みようになりますね。 
 まあ、１００円玉一個で「恋愛成就」「家内安全」「無病息災」「受験合格」「家運隆

盛」「交通安全」の個人的なものから「世界平和」までお願いしちゃうのですから、

神前でゆっくりなんて出来なくても当たり前かもしれません。 
 三重県でも北の方の「多度神社」「伊勢神宮」「頭の宮」などになると大変な人出だ

そうです。 
 今年は「お伊勢さん」では「宇治橋」の架け替えが済んで宣伝が行き届いているの

で、天気がよければ例年より沢山の初詣客が押しかけるでしょう。 
 このあたりで混むのは、新宮市内にある「速玉神社」「神倉神社」と知名度一番の

「那智山」でしょうね。 
 熊野三山」の中では交通の便が少し悪い「本宮大社」は地元の住民も少なく夜中の

参拝者は他よりは少しだけ少ないようですが、世界遺産登録以来、知名度が上がった

ので明るくなってからの参拝者は増えているようです。 
 他所から来ると、「那智山」「ご来光」「速玉神社」「本宮大社」をセットでこなして

帰る人も多いようです。 
 道路事情の関係で「那智山」に近づくことが難しいので時間も掛かります。 



 
 同じように知名度が上がってきても、日本最古の神社、「花の窟神社」の方は初詣

客を沢山呼び寄せると言うわけには行かないようです。 
 自然崇拝に近い古い神社形態なので、厳かな神殿があるわけでもないし、衣冠束帯

で身を固めた神官や清らかなはかま姿の巫女さんがにこやかに「破魔矢」などを売り

さばいているのでもないですからね。 
 初詣も一種のお祭り的な要素が強いですから、混み合っているところで、飛ぶよう

に売れている「破魔矢」の方が「らしい」のでしょうね。 

  
 「初詣」と「ご来光」をセットにするなら、「最古の神社花の窟神社」と「七里御

浜の初日の出」をセットにされてはいかがでしょう？ 
 そんなに混まないし、駐車料金なんて無粋なものは要りませんし… 
 初日の出は、午前７時ごろです。 
 普段より伊勢詣でとかの関係で高速の混む区間もあるでしょうけど、中京、関西の

方なら近所のお宮さんにお参りしてそのまま南下してくれば、日の出までには熊野に

着くと思います。 
 「花の窟神社」「産田神社」「大馬神社」をセットにして回るのも悪くないですよ。 
 などと宣伝していますが、初日の出を見るのは寒いですけどね。 
 その中では、標高１０ｍ、黒潮のそば、直前まで車で待機できるなんて場所はそん

なに無いですよ。 
 ただ…腹が減っても暖かいうどんを食わせる店も開いているかどうか… 
 「サークルＫ」と２４時間営業の「オークワ有馬店」でなら食料は調達できます。 
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2009 年  12 月  22 日  

熊野の旅 初日の出 矢の川峠・長尾山も…  

 なんといっても「お天気しだい」その時にならないと分からないのが「初日の出」

です。 
 「流星群」とか「彗星」は期間がありますが、「日食」だとか「初日の出」はその

時だけですからね。 
 時期的に、太平洋側は天気が良いことが多いですけどね。 
 それでも、上が晴れていても、東南の水平線、地平線に雲が掛かると、「日の出の

瞬間」と言うのがなくなってしまい感動が薄れますね。 
 「初日の出」が元旦だけだから感動するんぼですが、「正月三が日」にしてあれば、

ほとんどの年に拝めるのですけどね。 

 
 平地で見るより、雲の上に出た方が邪魔される率が少ないのもあって、高い山の山

頂から雲海の上に出てくる「初日」を拝もうと言う人も多いです。 
 この辺では、そこまで高い山は在りませんね。 
 ７００ｍとか 800ｍクラスの山頂になら車で登れます。 
 余程の寒気が来ない限り、雪で上れないと言うことは無いです。 
 『長尾山 762ｍ』と『矢ノ川峠 808ｍ』の二つは登れます。 
 低い朝霧からは頭を出す山です。 
 『矢ノ川峠』からだと、運がよければ『ご来光』と『富士山』の両方を拝めるので

すが… 
 年に何回かしか見られない「富士の遠望」が「初日の出」の時になる確率は… 
 東にあってはるかに高い富士山ですから、矢ノ川峠に陽が差す前に日が当たって輝

くはずなのですが… 

 
 新宮の奥の『大雲取山』とか那智山の『妙法』なども日の出を見るスポットにはな

るでしょう。 
 でも、どの場所も山岳道路慣れしたドライバーで無いと、夜中に走ることは非常に

危険ですね。 
 途中で出会うのは、鹿や猪くらいしか居ませんけどね。 
 他所の人にはあまりお勧めできません。 
 長尾や矢ノ川峠の日の出は何度と無く見てきましたが、中々良いものですよ。 
 初日の出の時なんかには登りませんけどね。 
 「ＣＱ ＣＱ ＣＱ こちらは ＪＥ２ＬＵＺ/2 三重県熊野市移動」なんて叫び

ながら日の出を迎えたものです。 
 下の写真は「長尾山山頂」から眺めた熊野市の中心部です。 
 今年の１月３日、ＪＪ２ＪＱＦの移動運用に同行した時の者です。 
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